
千葉県立美術館報

VOし. 16 NO.4

(通巻63号)

平成2年2月1日発行

編集・発行人 竹内一雄

〒 260

千葉市中央港1丁目10番1号

食O472鵜42-831 1 (代表)

●
第
四
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
よ
り

大
賞
「
時
の
流
れ
に
…
…
(
柑
)
」

商

都

治

夫

観る②≪る

制
作
意
図
に
つ
い
て

南
部

治
夫

「
人
の
心
の
様
々
な
情
景
を
男

と
女
が
一
つ
の
壁
に
背
中
合
れ
せ

に
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
象
徴

的
に
表
わ
し
、
大
き
な
時
間
の
流

れ
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
る
人
間
の

ド
ラ
マ
の
は
か
な
さ
、
せ
つ
な
さ

み
た
い
な
も
の
を
表
現
し
て
み
ま

し
た
」

作
家
略
歴

昭
和
3
3
年
富
山
県
出
身
。
昭
和

5
5
年
武
蔵
野
美
術
大
学
彫
刻
学
科

卒
業
。
翌
5
6
年
文
化
庁
芸
術
家
国

内
研
修
員
に
選
ば
れ
る
。

昭
和
5
5
年
新
制
作
展
初
出
品
、

以
降
出
品
を
続
け
、
昭
和
6
 
1
年
同

展
新
作
家
賞
受
賞
。
昭
和
5
9
年
富

山
県
展
大
賞
受
賞
。
昭
和
0
0
・
6
2

年
神
戸
具
象
彫
刻
大
賞
展
出
品
。

昭
和
6
2
・
6
4
年
現
代
日
本
具
象
彫

刻
展
出
品
。
昭
和
6
3
年
富
山
の
美

術
(
富
山
県
立
近
代
美
術
館
)

に

招
待
出
品
。
昭
和
6
4
年
第
4
回
国

民
文
化
祭
さ
い
た
ま
勧
彫
刻
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
出
品
設
置
。

現
在
、
新
制
作
協
会
協
友
。
埼

玉
県
所
沢
市
在
住



みる・かたる・つくる

第
四
回
現
代
日
本
兵
象
彫
刻
展
加
・
2
・
2
㈲
̃
2
・
謂

=
=
=
過
去
最
高
、
一
二
三
点
が
応
募
‖
=
=

現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
は
、
過

去
3
固
ま
で
は
、
県
が
都
市
公
園

と
し
て
建
設
中
の

「
青
葉
の
森
公

園
」

に
彫
刻
を
設
置
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
か
ら
は
、
美
術
館
主
催

に
よ
る
展
覧
会
で
、
具
象
彫
刻
作

家
に
発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
現
代
彫
刻
の
動
向
を
知
り
、

か
つ
、
本
県
の
美
術
文
化
の
振
興

に
寄
与
し
、
優
れ
た
作
品
を
通
し

て
心
の
う
る
お
い
と
豊
か
さ
を
得

る
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

第
四
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展

の
公
募
作
品
は
、
平
成
元
年
1
 
2
月

1
 
6
日
、
1
 
7
日
に
搬
入
さ
れ
、
1
 
8
都

府
県
、
国
外
か
ら
前
回
を
上
回
る

1
2
3
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審

査
員
の
方
々

(
小
川
正
隆
、
裏
門

安
雄
、
弦
田
平
八
郎
、
富
山
秀
男
、

中
村
倍
三
郎
、
本
間
正
義
、
三
木

多
聞
)

に
よ
る
審
査
の
結
果
、
大

賞
1
点
、
優
秀
賞
2
点
、
入
選
5
6

点
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
賞
=
南
部
治
夫
(
埼
玉
)

○
優
秀
賞
=
辻
志
郎
(
富
山
)

零
駒
無
蔵
(
香
川
)

○
入
選
(
5
0
音
順
)

朝
倉
二
美
(
千
葉
)
、
阿
部
昌
義
(
東

京
)
、
天
野
恵
子
(
東
京
)
、
石
塚
明

夫
(
東
京
)
、
石
橋
亘
(
千
葉
)
、
イ

ソ
ダ
ヒ
デ
ノ
リ
(
大
阪
)
、
市
村
緑
郎

(
埼
玉
)
、
井
上
智
宏
(
東
京
)
、
岩

坂
登
(
千
葉
)
、
海
老
根
美
奈
子
(
茨

城
)
、
大
域
章
二
(
東
京
)
、
大
塚
則

子
(
東
京
)
、
大
村
富
彦
(
東
京
)
、

岡
本
錬
二
(
茨
城
)
、
岡
本
参
千
峯

(
埼
玉
)
、
奥
田
秀
樹
(
広
島
)
、
押

元
信
幸
(
東
京
)
、
加
藤
可
奈
衛
(
千

葉
)
、
後
藤
敏
伸
(
富
山
)
、
小
林

芳
雄
(
埼
玉
)
、
酒
井
良
(
千
葉
)
、

佐
藤
晃
(
東
京
)
、
佐
藤
健
次
郎
(
埼

玉
)
、
サ
ン
ゲ
コ
ー
サ
ク
(
香
川
)
、

椎
名
良
一
(
千
葉
)
、
杉
山
仁

(
東

京
)
、
鈴
木
宏
幸
(
埼
玉
)
、
清
家

(
茨
城
)
、
田
中
江
里
(
東
京
)
、
田

中
充
樹
(
香
川
)
、
玉
野
勢
三

(
京

都
)
、
辻
忍
(
神
奈
川
)
、
外
囲
秀

樹
(
大
阪
)
、
中
嶋
登
茂
美
(
愛
知
)
、

長
嶋
栄
次
(
千
葉
)
、
中
野
滋

(
神

奈
川
)
、
楢
原
北
悠
(
ア
メ
リ
カ
)
、

西
巻
一
彦
(
神
奈
川
)
、
二
藤
規
朗

(
埼
玉
)
、
野
口
信
夫
(
埼
玉
)
、
長

谷
川
修
三
(
群
馬
)
、
服
部
八
美
(
岐

阜
)
、
浜
野
喜
甫
(
千
葉
)
、
番
浦

有
爾
(
京
都
)
、
藤
巻
秀
正
(
新
潟
)
、

本
田
貴
侶
(
埼
玉
)
、
松
本
雄
治
(
神

奈
川
)
、
三
上
祥
司
(
新
潟
)
、
三
木

勝
(
神
奈
川
)
、
溝
口
清
久

(
和
歌

山
)
、
宮
本
浩
司
(
東
京
)
、
大
貫
伸

(
東
京
)
、
山
本
直
敬
(
神
奈
川
)
。

悟
(
東
京
)
、
関
正
司

(
千
葉
)
、
高
田
大
(
神

奈
川
)
、
竹
村
芳
樹

-
2

-

大賞 南部治夫「時の流れに…(相)」

優秀賞 辻 志郎「Space time」

優秀賞 零駒 無蔵「過ぎし日のアパート」



平
成
元
年
十
一
月
一
日
か
ら
、

平
成
二
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

収
蔵
さ
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔
日
本
画
〕

五
十
嵐
幹
作

「
紅
粧
」

(
経
本
一
九
七
五
)

「
か
く
れ
ん
ぼ
」

(
紙
本
一
九
八
三
)

五十嵐幹「かくれんぽ」

五十風鈴「紅粧」

ド
ー
ビ
ニ
ー
「
ヴ
ァ
ル
モ
ン
ド
ワ
の
小
川
」

〔
工

芸
〕

宮
田
宏
平
作

「
生
命
の
透
間
風
」

(
蝋
型
鋳
白
銅
一
九
三
)

みる・かたる・つくる

宮田宏平「生命の透間風」

五
十
嵐
幹
(
一
九
三
̃
)

千
葉
市
に
生
ま
れ
る
。
千
葉
商

業
学
校
を
卒
業
後
、
日
本
画
家
山

川
秀
峰
に
師
事
。
第
四
回
新
文
展

に
初
入
選
、
青
衿
会
を
主
に
活
躍
。

県
美
術
会
理
事
等
を
歴
任
。
県
教

育
文
化
功
労
賞
な
ど
を
受
賞
。

宮
田
宏
平
(
三
一
六
̃
)

新
潟
県
に
生
ま
れ
る
。
伝
統
的

な
蝋
型
鋳
造
技
術
を
継
承
し
っ
つ
、

現
代
感
覚
豊
か
な
作
風
で
知
ら
れ

る
。
本
作
品
は
、
昭
和
五
七
年
日

本
現
代
工
芸
美
術
展
で
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
展
審
査
員
、
評
議
員
、
現
代
工

芸
美
術
家
協
会
理
事
等
歴
任
。

基

金

取

得

〔
洋

画
〕

ド
ー
ビ
ニ
1
作

「
ヴ
ァ
ル
モ
ン
ド
ワ
の
小
川
」

(
油
彩
一
会
七
)

デ
ィ
ア
ズ
作

「
森
の
中
の
農
婦
」(

油
彩
一
八
六
八
)

エ
ミ
ー
ル
∴
ン
ヤ
ツ
ク
作

「
森
の
中
」

(
油
彩
一
金
一
)

テ
オ
ド
ー
ル
・
ル
ソ
ー
作

「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
農
場
」(

油
彩
)

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
作

「
川
辺
の
二
項
の
牛
」
(
油
彩
)

「
羊
飼
い
の
少
女
」

(
油
彩
)

シ
ャ
ル
ル
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
ー

ビ
ニ
ー

(
一
八
一
七
̃
一
入
宍
)

フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
に
生
ま
れ
る
。

一
八
三
八
年
ド
ラ
ロ
ー
ン
ュ
の
ア

ト
リ
エ
に
入
門
、
同
年
よ
り
サ
ロ

ン
に
出
品
。
一
室
二
年
以
降
バ
ル
ビ

ゾ
ン
派
の
画
家
達
と
交
流
し
、
強

い
影
響
を
受
け
る
。
オ
ワ
ー
ズ
川

の
小
舟
を
ア
ト
リ
エ
に
し
て
、
凧

景
画
を
描
き
、
後
の
印
象
派
に
影

響
を
与
え
た
。



みる・かたる・つくる

デイアズ「森の中の農婦」

し
て
活
躍
す
る
が
、
一

八
三
一
年
サ
ロ
ン
に
初

入
選
す
る
。
バ
ル
ビ
ゾ

ン
派
の
テ
オ
ド
ー
ル
・

ル
ソ
ー
と
と
も
に
数
多

く
の
風
景
画
を
描
き
、

ニ
ン
フ
や
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

な
ど
を
自
由
に
描
き
込

ん
だ
作
風
で
知
ら
れ
る
。

シ
ャ
ル
ル
∴
ン
ヤ
ツ
ク

(
一
八
三
̃
一
八
九
四
)

フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
に

生
ま
れ
る
。
は
じ
め
版

画
を
手
が
け
る
が
一
八

四
六
年
頃
よ
り
油
彩
画

を
始
め
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン

の
田
園
情
景
を
描
き
続

ナ
ル
シ
ス

ウ
ィ
ル
ジ
ー
ル
・
デ

ィ
ア
ズ

(
一
八
号
̃
一
八
宍
)

フ
ラ
ン
ス
、
ボ
ル
ド
ー
に
生
ま

れ
る
。
は
じ
め
陶
器
の
給
付
工
と

け
た
。
一
九
世
紀
後
半
の
銅
版
画

復
活
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
。

テ
オ
ド
ー
ル
・
ル
ソ
ー

ジャック「森の中」

(
六
一
。
̃

一
八
六
七
)

フ
ラ
ン
ス
、

パ
リ
に
生
ま

れ
る
。
オ
ラ

ン
ダ
風
景
画

を
学
び
、
早

く
か
ら
戸
外

で
風
景
画
を

制
作
し
た
。

一
八
三
六

年
サ
ロ
ン
落

●

ルソー「バルビゾンの農場」

選
後
は
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
に
移

住
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
起
源
を
つ

く
る
。
ま
た
、
同
時
代
の
風
景
画

家
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、
最
も

早
い
外
光
派
の
一
人
で
印
象
主
義

の
先
駆
者
で
も
あ
る
。

ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

(
六
一
人
̃
一
八
八
二
)

イ
タ
リ
ア
、
エ
ミ
リ
ア
に
生
ま

れ
る
。
レ
ッ
ジ
オ
美
術
学
校
で
ミ

ゲ
ツ
チ
に
学
ぶ
。
イ
タ
リ
ア
官
学

派
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
画
風
で
あ

る
が
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
影
響
を

受
け
、
イ
ギ
リ
ス
風
景
画
を
研
究
。

工
部
美
術
学
校
の
教
師
と
し
て
来

日
し
、
浅
井
忠
、
松
岡
寿
ら
に
本

格
的
な
西
洋
美
術
を
指
導
し
た
。

フォンタネージ「羊飼いの少女」(左) 「川辺の二頭の牛」(右)

一
4
-

●



県
立
美
術
館
収
蔵
作
品
を
中
心

に
巡
回
展
示
し
た
第
1
 
3
回
千
葉
県

移
動
美
術
館
に
は
、
各
地
域
か
ら

た
く
さ
ん
の
観
覧
が
あ
り
、
好
評

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
も
の
の
中
か

ら
そ
の
一
部
を
こ
こ
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

○
身
近
で
、
気
軽
に
芸
術
に
親
し

む
機
会
が
も
っ
と
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

計
画
的
に
全
県
に
移
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

●

い
る
の
で
感
動
し
ま
し
た
。
ま

た
見
る
時
間
を
作
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

(
2
7
オ
・
鎌
ヶ
谷
市
)

○
絵
は
自
由
だ
か
ら
、
描
く
人
に

よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
ち
か
っ
て
く

る
。
ね
た
し
も
き
れ
い
に
描
け

る
よ
う
に
い
っ
ぱ
い
練
習
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
n
オ
)

○
今
ま
で
「
現
実
に
あ
る
物
」
し

か
描
い
た
り
し
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
こ
の
作
品
を
見
て
、
心
の

中
で
感
じ
た
も
の
も
描
け
る
の

酒々井町中央公民館

(
6
 
7
オ
・
船
橋
市
)

○
後
藤
紀
男
さ
ん
の

作
品
に
強
く
引
か

れ
ま
し
た
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
の
仕
事
で
人
工
的
な

も
の
ば
か
り

(
数
学
的
)
見
て

みる・かたる・つくる

三橋記念館会場

だ
な
あ
と
思
っ
た
。
そ
の
人
の

感
じ
た
事
や
思
っ
て
い
る
事
が

絵
を
と
お
し
て
、
私
の
心
に
じ

ん
じ
ん
と
何
か
感
じ
ら
れ
た
。

(
1
 
2
オ
・
鎌
ヶ
谷
市
)

○
千
葉
が
生
ん
だ
数
々
の
作
家
の

作
品
を
前
に
と
て
も
感
動
し
、

又
大
切
に
保
有
さ
れ
、
小
さ
な

街
に
も
、
ひ
と
と
き
の
芸
術
を

楽
し
み
ま
し
た
。
次
回
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

(
4
1
オ
・
鎌
ヶ
谷
市
)

○
明
治
時
代
に
描
か
れ
た
絵
が
と

て
も
き
れ
い
で
信
じ
ら
れ
な
い
。

(
4
1
オ
・
鎌
ヶ
谷
市
)

(
7
 
1
オ
・
酒
々
井
町
)

○
こ
れ
い
絵
や
た
の
し
い
絵
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
ね

か
ら
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

(
1
 
4
オ
・
酒
々
井
町
)

○
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
、
秀
品
を

拝
見
で
き
て
、
嬉
し
い
限
り
で

す
。
館
外
展
示
は
、
施
設
等
で

大
変
で
し
ょ
う
が
、
今
後
も
精

力
的
に
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

(
5
0
オ
・
成
田
市
)

○
表
現
す
る
事
の
む
つ
か
し
ぎ
と

美
し
き
に
感
動
し
た
。

(
4
9
才
・
酒
々
井
町
)

●

展
示
室
利
用
の
調
整
会
議
開
催

と
今
後
の
課
題

平
成
元
年
1
 
2
月
2
 
1
日

「
平
成
2

年
度
団
体
展
展
示
室
利
用
に
伴
う

調
整
会
議
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

美
術
館
も
1
 
5
周
年
を
迎
え
、
こ

の
間
、
本
館
を
会
場
と
す
る
美
術

団
体
の
展
覧
会
の
開
催
は
、
年
毎

に
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
盛
況
は
、
美
術
に
対
す
る
県

民
の
意
識
の
広
が
り
、
参
加
す
る

機
会
の
増
加
等
か
と
考
え
る
と
、

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
反
面
、

本
来
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
の
面

と
の
か
ね
あ
い
が
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
度
の
展
示
室
利
用
団

体
数
は
8
7
団
体
を
数
え
、
展
示
室

の
可
動
率
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
近

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
新
規
に
使

用
を
希
望
す
る
団
体
の
要
求
に
は

応
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
展
示
室
利
用
団
体
の
量
的
な

増
大
に
対
し
て
は
、
現
在
二
週
間

以
上
開
催
し
て
い
る
団
体
の
会
期

の
短
縮
や
、
新
規
団
体
へ
の
機
会

開
放
に
は
、
申
込
順
な
ど
の
方
法

等
々
、
解
決
に
向
け
て
種
々
の
提

案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
館
に
お
け
る
団

体
の
展
示
室
の
使
用
は
、
単
に
空

い
て
い
る
展
示
室
を
提
供
す
る
と

い
う
意
味
合
い
の
も
の
で
は
な
く
、

本
館
を
会
場
と
す
る
美
術
団
体
展

は
、
個
々
の
作
家
の
作
品
の
発
表

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
体
に

質
の
高
い
展
覧
会
で
あ
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
実
際
に
、
平
成

元
年
度
に
お
け
る
団
体
展
を
見
て

も
、
そ
の
多
く
は
意
欲
に
溢
れ
た
、

充
実
し
た
作
品
の
発
表
の
場
で
あ

っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、

一
方
で
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
を
招
き
、

活
気
の
な
い
展
覧
会
を
惰
性
的
に

開
催
し
て
い
る
団
体
が
い
く
つ
か

見
ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
な

こ
と
で
す
。

本
館
に
お
け
る
美
術
団
体
へ
の

会
場
貸
与
に
際
し
て
は
、
地
域
文

化
の
振
興
、
助
成
を
考
え
て
使
用

を
許
可
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が

展
示
室
が
年
間
を
適
し
て
フ
ル
回

転
の
状
態
に
あ
る
今
後
に
つ
い
て

は
、
展
覧
会
そ
の
も
の
の
意
義
、

内
容
を
充
分
検
討
し
て
使
用
を
許

可
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
開
催
趣
旨

が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、

展
示
面
積
に
対
し
て
作
品
点
数
は

適
正
で
あ
る
か
否
か
、
見
せ
る
た

め
の
展
示
の
工
夫
が
行
き
届
い
て

い
る
か
ど
う
か
、
会
期
中
の
利
用

の
仕
方
は
ど
う
か
な
ど
、
具
体
的

な
評
価
基
準
の
も
と
に
審
査
を
加

え
て
、
団
体
の
数
量
、
会
期
等
調

整
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
必

要
で
し
ょ
う
。



みる・かたる・つくる

か
た
る
・
つ
く
る

美
術
を
語
る
会

情
報
資
料
室
か
ら

〇
第
1
 
0
回

会
場

対
象

聴
講
料

2
月
1
0
日
出

2
時
̃

私
の
制
作
に
つ
い
て

南
部
治
夫

(
彫
刻
家
・
第

4
回
現
代
日
本
具
象
彫

刻
展
大
賞
受
賞
者
)

研
修
室

一
般
3
0
人

無
料

美
術
館
実
技
講
座

〇
デ
ッ
サ
ン
講
座

期
日

2
月
1
4
日
̃
1
8
日

2
0
日
̃
2
5
日

2
7
日
̃
2
月
3
日

時
間

午
前
1
0
時
̃
午
後
4
時

内
容

石
こ
う
デ
ッ
サ
ン
.

費
用

無
料

※
当
日
受
付
け
ま
す
。
た
だ
し
参

加
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
で
決
定
し
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
持
参
用
具
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、

筆
記
用
具
、
コ
ン
テ
、
木
炭
、

消
し
パ
ン
な
ど

(
イ
ー
ゼ
ル
・

カ
ル
ト
ン
は
美
術
館
に
あ
り
ま

す
。
)

-
新
着
図
書
の
お
知
ら
せ

ー

◇

『
ロ
ダ
ン
』

モ
ニ
ッ
ク
・
ロ
ー
ラ
ン
著

近
代
彫
刻
の
巨
匠
ロ
ダ
ン
の
生

涯
を
新
し
く
撮
影
さ
れ
た
豊
富
な

写
真
資
料
に
よ
っ
て
紹
介
。
著
者

は
ロ
ダ
ン
美
術
館
前
館
長
で
ロ
ダ

ン
研
究
の
第
一
人
者
。

◇

『
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン

一
八
八
三
⊥
九
宍
油
彩
作
品
総
目
録
』

ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ル
シ
ェ
ソ
ソ
ー
編
著

日
本
に
フ
ァ
ン
の
多
い
フ
ラ
ン

ス
の
代
表
的
女
流
作
家
マ
リ
ー
・

ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
の
作
品
総
目
録
。

こ
の
他
、
代
表
作
品
の
カ
ラ
ー

図
版
を
多
数
紹
介
し
た
『
マ
リ
ー
・

ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
』
 
、
著
者
フ
ロ
ラ
・

グ
ル
ー
に
宛
て
た
未
公
開
書
簡
を

も
と
に
綴
ち
れ
た
伝
記
『
マ
リ
ー
・

ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
』

を
購
入
。

◇

『
昭
和
画
壇
の
巨
匠
た
ち
』

遠
山

孝
著

美
術
記
者
で
あ
っ
た
著
者
と
横

山
大
観
、
竹
内
栖
鳳
、
梅
原
龍
三

郎
ら
昭
和
画
壇
の
巨
匠
5
8
人
と
の

交
友
を
綴
っ
た
記
録
。

他
に
美
術
史
を
考
え
る
も
の
と

し
て
、
瀬
木
慎
一
著

『
異
貌
の
美

術
史
』
 
、
北
沢
憲
昭
著
『
眼
の
神

殿
』

が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
斬

新
な
切
り
口
で
既
成
の
解
釈
、
評

価
を
再
検
討
し
、
興
味
深
い
著
作

で
す
。

◇

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
午
前
0
時

美

術
館
は
眠
ら
な
い
。
』

岩
渕
潤
子
著

企
業
や
個
人
か
ら
の
助
成
を
受

け
運
営
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の

美
術
館
界
の
構
造
を
体
験
的
に
紹

介
。

◇

『
迷
走
す
る
モ
ジ
リ
ア
ニ
の
贋

作
』

速
水
雄
二

著

‖
‖
休
館
の
お
知
ら
せ
=
‖

空
調
施
設
工
事
の
た
め

3
月
5
日
㈲
̃
3
月
3
1
日
㈲

休
館
し
ま
す
。

日
本
美
術
市
場
の
現
状
を
描
い

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

◇

『
ト
レ
チ
ャ
コ
フ
美
術
館
』

n
̃
1
 
7
世
紀
の
初
期
ロ
シ
ア
美

術
か
ら
2
0
世
紀
初
頭
の
ソ
ビ
エ
ト

美
術
ま
で
を
収
集
し
て
い
る
モ
ス

ク
ワ
の
ト
レ
チ
ャ
コ
フ
美
術
館
の

全
容
を
多
数
の
カ
ラ
ー
図
版
で
紹

介
。

◇

『
日
本
近
代
美
術
事
典
』

明
治
以
降
の
日
本
画
家
、
洋
画

家
、
彫
刻
家
な
ど
初
め
て
紹
介
さ

れ
る
作
家
を
含
め
一
、
二
五
二
作

家
を
紹
介
。

◇

『
洋
画
講
義
録
』

水
彩
画
材
料
、
水
彩
画
法
、
風

景
画
法
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、

浅
井
忠
、
三
宅
克
己
ら
の
木
版
図

版
に
解
説
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
図
書
の
閲
覧
は
係
に
御
申
し
出

く
だ
さ
い
。

以
上
の
他
、
『
世
界
美
術
大
事

典
第
4
・
5
巻
』
 
、
『
講
座
2
0
世
紀

の
芸
術
第
3
・
6
巷
』
 
、
『
石
井
鶴

三
全
集
第
1
・
n
・
1
 
2
別
巻
I
』

が
入
り
ま
し
た
。

皆
様
の
御
利
用
を
お
ま
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
火
̃
金
1
 
2
時
0
0
分
̃
4
時
3
0
分

閲
覧
の
み
。

日

誌

抄

H
・
1
8

特
別
展
「
ド
イ
ツ
・
ロ
マ

ン
派
1
 
9
世
紀
絵
画
展
」

(
̃
1
 
2
・
2
4
)

1
 
1
・
2
2

第
1
 
3
回
千
葉
県
移
動
美

術
館
(
会
場

鎌
ヶ
谷

谷
市
三
橋
記
念
館

̃

1
2
・
4
)

u
・
2
5

第
1
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師

中
島
幹
夫
氏
)

1
 
2
・
2

第
8
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師

大
原
秀
之
氏
)

1
 
2
・
1

第
1
 
3
回
千
葉
県
移
動
美

術
館
展
(
会
場

酒
々

井
町
中
央
公
民
館

̃

1
9
)

1
 
2
・
9

第
3
回
美
術
館
講
演
会

(
講
師

坂
本

満
氏
)

1
 
2
・
1
 
6

公
募
展

第
4
回
現
代

日
本
具
象
彫
刻
展
搬
入

受
付
開
始
(
̃
1
 
7
)

1
 
2
・
2
2

第
4
回
現
代
日
本
具
象

彫
刻
展
審
査
会
、
入
選

作
品
5
9
点

1
・
1
 
5

彫
刻
展
入
選
者
発
表

1
・
2
0

第
9
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
増
田
陽
一
郎
氏
)

6

第
4
回
現
代
日
本
具
象

彫
刻
展
始
ま
る
(
̃
2
 
5
)

●

●


